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Kyoto Communiqué on Digital Libraries
電子図書館京都コミュニケ
We, the participants of the 2000 Kyoto International Conference on Digital Libraries have
assembled in order to encourage progress towards the following five objectives:
2000年京都電子図書館国際会議に集まった諸国の図書館長および研究者は、これからの世界の
電子図書館の健全な発展を目ざして、以下の項目に合意した。
1.  To develop an information network to promote the cooperation and the exchange of ideas of
concerning digital libraries. 
世界の電子図書館の相互協力と情報交換の促進のためにネットワークを作る。
2.  To work towards universal interoperability standards for metadata to facilitate communication
among digital libraries' creators and users.
世界の電子図書館間の相互利用性の拡大のために、メタデータの国際標準の作成への努力
を行う。
3.  To promote legal protection for fair and other lawful uses of copyrighted information in the
digital environment (to no less an extent than that permitted by current legislation and
international agreements) and to convey a statement to intellectual property organizations,
agencies and publishers. 
世界の電子図書館の健全な発展のために、fair useを中心として著作権の権利制限範囲の拡
大のアピールを各国著作権関係機関・団体、出版者に対して行う。
4.  To encourage government entities and other organizations to strengthen financial support for
digital libraries.
世界の電子図書館の発展拡大のために各国政府、関係機関に財政的支援強化を訴える。
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図書館として、北部にNRLF (N o r t h e r n
Regional Library Facility)と 南 部 に











































































































































































New Horizons in Bon Studies
The Role of Radiation in Origin and Evoliton of Life
 Children Designers






















































































































Proceedings of the 1st International Conference 








































































教授� 有福孝岳� 芸術と宗教� ぺりか晃洋書房ん社� 1997
寄贈者氏名� 寄贈図書名� 出版社� 出版年�身　分�










































































































































































































































































































































































































































































国　外� 国　内� 学　内� 合　計�
116 3,759 607 4,482
19 14,955 3,043 18,017
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◎外国の農家・農業・農業政策を対象にした研究と図書・統計・資料　――――――――――――― 1
◎キャンパスネットワークにおける安全管理体制 ――――――――――――――――――――― 3
◎2000年京都電子図書館国際会議開かれる ―――――――――――――――――――――――― 6
◎電子図書館京都コミュニケ――――――――――――――――――――――――――――――― 8
◎カリフォルニア大学システムにおける資料保存 ―――――――――――――――――――― 10
◎教官寄贈図書一覧（平成12年8月～10月）――――――――――――――――――――――――13
◎附属図書館利用統計（平成11年度）―――――――――――――――――――――――――――15
◎農学部図書室の文献複写業務――――――――――――――――――――――――――――――21
◎長期研修に参加して ――――――――――――――――――――――――――――――――――22
◎図書館の動き ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――23
パッケージ系電子出版も納本対象に　第74次国立七大学附属図書館協議会開催　国立国会図書
館長と大学図書館長との懇談会開催　購入外国雑誌の重複調整が行われる
購入外国雑誌の重複調整が行われる
現在、外国雑誌の重複率は48％もあり、財政的な面でも検討せざるを得ない状況となりました。
商議会は「外国雑誌問題検討専門委員会」を置き、6月から8月にかけて調整を進めてきました。
基本方針（①原則として京都大学での外国雑誌の重複を無くする。②当面は電子ジャーナルが使
える雑誌を調整の対象とする。③節約の出来たお金で京都大学に無い雑誌の購入を検討する。）を
決め、検討期間が短いので、さらに、調整対象を①50万円以上のもの②学内で10部以上購入して
いるもの③50万円以下でも調整可能なものに絞って、学部の協力のもとに実施されました。今回、
64タイトルが調整され、約5000万円節約する結果となりました。この活動は継続して行う予定と
なっています。
